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２．産業構造の特徴 

（１） 特化傾向 

《図表 1-2-1》  大東市産業の大阪府下での特化係数 

事業所比率 従業者比率 

不動産業 1.55 製造業 2.00 

製造業 1.43 教育、学習支援業 1.84 

建設業 1.26 複合サービス業 1.48 

運輸業 1.25 運輸業 1.41 

教育、学習支援業 1.23 建設業 0.96 

医療、福祉 0.90 不動産業 0.95 

飲食店、宿泊業 0.84 医療、福祉 0.92 

卸売・小売業 0.82 飲食店、宿泊業 0.73 

他に分類されないサービス業 0.81 卸売・小売業 0.66 

金融・保険業 0.80 他に分類されないサービス業 0.58 

複合サービス事業 0.56 金融・保険業 0.48 

情報・通信業 0.29 情報・通信業 0.05 

Ｈ１６年事業所･企業統計調査より作成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《図表 1-2-2》 大東市に立地した理由 

用地が確保しやすかったから 40.8%

取引先の近くだから 19.6%

創業者の出身地だから 12.3%

大阪市に近いから 8.8%

交通の便が良いから 6.6%

H12 年製造業実態調査より

《図表 1-2-3》 大東市にある私学の生徒数と職員数 

学校名 定員(人) 教職員数 

四条畷学園幼稚園  155 17 

四条畷学園小学校  540 31 

四条畷学園中学校  510 38 

四条畷学園高等学校  1,125 69 

四条畷学園短期大学 400 35 

四条畷学園大学 320 21 

大成学院大学中学校 78 20 

大成学院大学高等学校 971 106 

大阪桐蔭中学校 676

大阪桐蔭高等学校 1,914

124 

大阪産業大学短期大学 488

大阪産業大学 9,848

大阪産業大学大学院 415

 

433 

大阪産業大学 本部事務局 － 79 

合  計 17,440 973 

平成 18 年産業振興課調べ 

利便･自然･集積･用地の確保しやすさが産業の立脚

利便 

自然 

用地確

保 

教育業 
利便 

用地確

保 

製造業 

運輸業 住宅供給業 
集積 
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（２）構成比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

《図表 1-2-4》  平成１６年産業大分類別事業所数と従業者数（表） 

    事業所数 従業者数 

   大阪府  大阪府 大東市 大阪府 大阪府 大東市 

    合 計 構成比 (除く大阪市) 構成比   構成比 合 計 構成比 (除く大阪市) 構成比   構成比

建設業 26,412 6.2% 16,155 7.2% 395 7.7% 257,652 6.3% 126,681 6.3% 3,167 6.1%

製造業 57,265 13.4% 32,682 14.5% 978 19.2% 751,469 18.5% 469,675 23.5% 19,215 36.9%

運輸業 10,292 2.4% 6,057 2.7% 153 3.0% 227,755 5.6% 133,043 6.6% 4,107 7.9%

卸売・小売業 122,352 28.6% 61,368 27.3% 1,196 23.4% 1,028,960 25.3% 477,083 23.8% 8,754 16.8%

不動産業 30,719 7.2% 15,069 6.7% 568 11.1% 109,391 2.7% 43,292 2.2% 1,332 2.6%

飲食店、宿泊業 64,070 15.0% 31,403 14.0% 638 12.5% 369,023 9.1% 172,237 8.6% 3,436 6.6%

医療・福祉 21,567 5.0% 13,172 5.9% 230 4.5% 320,015 7.9% 207,352 10.4% 3,788 7.3%

教育・学習支援業 10,735 2.5% 7,499 3.3% 157 3.1% 110,589 2.7% 69,110 3.5% 2,600 5.0%

サービス業 74,351 17.4% 37,887 16.8% 718 14.1% 640,949 15.8% 243,610 12.2% 4,880 9.4%

その他 10,539 2.5% 3,790 1.7% 68 1.3% 251,491 6.2% 59,907 3.0% 779 1.5%

  農林漁業 113 0.0% 88 0.0% 0 0.0% 1,143 0.0% 884 0.0% 0 0.0%

  鉱業 15 0.0% 10 0.0% 0 0.0% 150 0.0% 132 0.0% 0 0.0%

  電気ガス水道業等 122 0.0% 80 0.0% 0 0.0% 13,755 0.3% 4,912 0.2% 0 0.0%

  情報通信業 4,918 1.1% 1,034 0.5% 17 0.3% 123,950 3.0% 15,683 0.8% 84 0.2%

  金融・保険業 5,371 1.3% 2,578 1.1% 51 1.0% 112,493 2.8% 38,296 1.9% 695 1.3%

合  計 428,302 100.0% 225,082 100.0% 5,101 100.0% 4,067,294 100.0% 2,001,990 100.0% 52,058 100.0%

          出所：平成 16 年事業所・企業統計調査

製造業が中心の大東市、事業所の１９%、従業者の３６％を占める 
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出所：平成 16年事業所統計調査 
 
 

従業者数

医療・福祉

教育・学習支
援業

サービス業 その他 建設業

飲食店、宿泊
業

製造業

不動産業

運輸業
卸売・小売業

事業所数

卸売・小売業

運輸業

不動産業

製造業

飲食店、宿泊

業

建設業
その他

サービス業

教育・学習支

援業

医療・福祉

大東市 

大阪府計 

除く大阪市 

《図表 1-2-5》  平成１６年産業大分類別事業所数と従業者数（図表 1-2-1 をグラフ化した） 

 

凡例：外側（大東市）・中（大阪市を除く府下）・内側（大阪府合計） 

府全体よりも高い大東市の製造業比率 
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《図表1-2-9》大阪府の事業所数・製造品出荷額等の推
移
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《図表1-2-8》　大東市の事業所数・従業員数・製
造品出荷額の推移（全数調査年のみ）
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製造品出荷額（億円）

 

「構造不況」に強い業種の多様さ 

《図表1-2-8》　大東市の事業所数・従業員数・製造
品出荷額の推移（工業統計全数調査年のみ）
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《図表1-2-6》　製造業中分類事業所数
（Ｈ15工業統計）

金属製品
24.5%

一般機械器具
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食料品
2.4% 鉄鋼

2.7%

紙・紙加工品
4.4%

印刷・同関連
4.0%

府下的に出荷額が下がる中で大東市は上昇 

出所：工業統計
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出荷額の伸びは情報通信機器の大企業 
《図表1-2-13》　従業者規模１００人以上の工業統計推移
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《図表1-2-11》　中分類別製造品出荷額推移（上位３位）
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《図表1-2-10》　製造品出荷額シェア（府下）の推移
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《図表1-2-12》　「電気機械器具製造業」の内訳

電子部品・デ
バイス
7%

電気機械器具
7%

情報通信機械
器具
86%

出所：工業統計
出所：工業統計

出所：工業統計 出所：工業統計 
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《図表1-2-14》　従業員割合（従業員規模別）
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《図表1-2-15》製造品出荷額等（従業員規模別）
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《図表1-2-16》従業者規模別事業所構成比率（４人以上）
（Ｈ１６工業統計）
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少しだけ規模が大きい大東市製造業 中小企業が６割を占める製造業従業者数 
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《図表 1-2-18》  「東部大阪」市区の人口比率と人口あたり工業統計

 人口 
府人口に
占める比率

人口千人あ
たり製造業
事業所数

人口一人あた
り製造品出荷
額（万円） 

大阪府 8,818,752 100% 2.8 181.0

東部大阪 1,882,469 21.3% 5.7 253.1

八尾市 273,552 3.1% 7.0 384.8

東大阪市 514,731 5.8% 6.9 218.9

大東市 126,459 1.4% 4.3 480.4

門真市 132,728 1.5% 3.8 518.1

守口市 148,103 1.7% 3.5 158.7

鶴見区 106,723 1.2% 3.2 151.3

城東区 160,155 1.8% 3.5 97.0

東成区 79,523 0.9% 7.7 282.9

生野区 139,498 1.6% 8.4 178.3

 

平野区 200,997 2.3% 5.3 131.9

人口は「H17 年度 大阪府統計年鑑」より、H16 年１０月現在

工業統計は H16 年度（従業員４人以上）を使用

 
 
 
 
 

《図表 1-2-17》  東部大阪としての製造業集積（従業者４人以上)

事業所数 製造品出荷額 

  
所 

府下 
シェア 

万円 
府下 
シェア

大阪府 24,822 100% 1,596,112,304 100%

東部大阪 10,785 43.4% 476,525,891 29.9%

八尾市 1,910 7.7% 105,271,095 6.6%

東大阪市 3,559 14.3% 112,686,131 7.1%

大東市 538 2.2% 60,744,812 3.8%

門真市 510 2.1% 68,765,527 4.3%

守口市 517 2.1% 23,505,636 1.5%

鶴見区 344 1.4% 16,142,700 1.0%

城東区 560 2.3% 15,534,797 1.0%

東成区 615 2.5% 22,496,842 1.4%

生野区 1,165 4.7% 24,869,672 1.6%

 

平野区 1,067 4.3% 26,508,679 1.7%

H16 年工業統計より

大東市製造業は大阪東部のものづくり集積を形成 
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大東市製造業の集積度は門真市クラス 

 

《図表1-2-19》　　市街化区域面積あたり製造業事業所数
（平成１６年事業所統計）
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製造品出荷額は大企業の比率が高い 

 

《図表1-2-20》各市従業者規模別製造品出荷額構成比率
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従業者規模100人以上の製造品出荷額等構成比率(％）

 
 出所：H16 工業統計
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《図表 1-2-21》     大東市産業別事業所数経年変化 単位（所）

  
１９５７
（S32) 
１９６０
（S35) 
１９６３
（S38）
１９６６
(S41)
１９６９
(S44)
１９７２
(S47)
１９７５
(S50)
１９７８
(S53)
１９８１
(S56)  
１９８６
(S61)
１９９２
(H3) 
１９９４
(H6) 
１９９６
(H8) 
１９９９
(H11)
２００１
(H13) 
２００４
(H16) 

総  数 677 880 1,033 1,980 2,720 3,763 4,097 4,973 5,561 5,851 5,753 5,923 6,038 5,640 5,600 5,101

建設 8 17 19 25 166 207 229 434 410 395 404 434 497 457 462 395

製造 105 150 240 450 660 842 893 1,074 1,239 1,360 1,336 1,354 1,246 1,136 1,105 978

卸・小売 373 496 519 927 1,202 1,608 1,830 2,180 2,330 2,351 2,166 2,272 2,237 2,137 1,997 1,196

金融・保険 15 13 11 18 22 30 33 36 46 56 62 60 67 60 59 51

不動産 0 6 15 59 126 359 283 370 419 442 455 464 491 479 473 568

運・通・電・水 4 7 14 47 79 122 135 122 157 145 178 180 191 171 195 170

サービス 161 179 204 380 464 590 673 748 944 1,011 1,139 1,158 1,298 1,199 1,298 1,743

 

《図表 1-2-22》      大東市産業別従業者数経年変化 単位（人）

  
１９５７
（S32) 
１９６０
（S35) 
１９６３
（S38）
１９６６
(S41)
１９６９
(S44)
１９７２
(S47)
１９７５
(S50)
１９７８
(S53)
１９８１
(S56)  
１９８６
(S61)
１９９２
(H3) 
１９９４
(H6) 
１９９６
(H8) 
１９９９
(H11)
２００１
(H13) 
２００４
(H16) 

総  数 5,534 9,391 11,508 22,175 30,905 36,394 39,044 42,398 50,797 55,940 56,107 53,505 62,071 53,046 59,780 52,058

建設 110 110 316 117 2,533 2,730 3,278 4,081 3,687 3,290 3,706 3,583 4,957 3,715 4,025 3,167

製造 3,669 7,133 8,560 14,359 18,450 20,034 18,521 21,106 24,256 27,132 24,069 23,574 21,914 19,690 21,720 19,215

卸・小売 835 1,085 1,303 2,919 3,999 6,963 7,916 9,193 10,616 11,970 12,004 12,451 15,453 12,848 13,991 8,754

金融・保険 122 99 125 308 431 583 644 674 737 819 914 943 895 831 782 695

不動産 0 57 26 87 202 505 462 750 868 865 1,118 973 1,167 1,151 1,273 1,332

運・通・電・水 59 134 257 866 2,234 2,539 2693 2185 3114 2982 4124 3545 4841 4007 4130 4191

サービス 652 721 879 2,428 3,053 3,012 4,943 4,367 6,841 5,871 9,400 8,434 12,048 10,801 13,099 14,704

大東市の製造業は高度成長期から産業の中心に 
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《図表 1-2-23》  農家戸数(農家人口)と耕地面積の推移 

 1948(S23)年 1975(S47)年 2000(H12)年 

農家戸数 1,564 戸（9,043 人） 767 戸(3,957 人) 252 戸(1184 人)

耕地面積 78,612 アール 24,777 アール 8,241 アール 

出所：大阪府統計年鑑（S26 年版他）

《図表 1-2-24》 大東市販売農家人口と農業従事者数（H12 年) 

販売農家人口 

  うち農業従事者 

    農業だけ 農業が主 農業が従 

427 295 147 23 125 

大阪府統計年鑑平成１７年版より

《図表 1-2-26》 大東市販売金額第１位の部門別農家数（H12 年) 

農産物を販売した農家数 

  いね 施設野菜 果樹類 その他の作物 

78 73 3 1 1 

大阪府統計年鑑平成１７年版より

《図表 1-2-25》 大東市農家数（H12 年) 

農家数 

販売農家 
  自給的農家 

  専業 兼業 

252 159 93 6 87 

大阪府統計年鑑平成１７年版より

《図表 1-2-27》 大東市主要農作物収穫量（H12 年)   単位：ﾄﾝ 

水稲 かんしょ ばれいしょ きゅうり トマト 

326 55 5 6 23 

えだまめ ねぎ たまねぎ だいこん さといも 

4 3 3 6 2 

大阪府統計年鑑平成１７年版より

2000 年の農地は 1948 年の 10 分の 1に減少 

昭和 23 年臨時国勢調査による産業別人口 

 農業 製造工業 全体

南郷村 65(30.5%) 50(23.5%) 213

住道町 111(33.9%) 99(30.1%) 327

四条村 107(30.3%) 110(31.2%) 353

出所：大阪府統計年鑑（S26）

大東市に合併する以前は、農業と製造業の就業人口

は拮抗していた 
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（３）労働力 

大東市の労働力人口比率は５０% 

《図表1-2-28》　　大東市の労働力状態別人口（Ｈ１２）
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総人口
　　１２８，９１７人

 

《図表 1-2-29》  労働力人口近隣市比較（H12) 

15 歳以上人口 
 

労働力人口 非労働力人口 
１５歳未満人口 

大東市 65,492 人 50.8% 41,490 人 32.2% 20,186 人 15.7%

大阪府 4,451,688 50.6 2,898,325 32.9 1,265,682 14.4 

東大阪市 268,190 52.1 162,601 31.6 73,802 14.3 

守口市 77,352 50.8 47,440 31.1 21,385 14.0 

門真市 73,106 53.9 40,610 29.9 20,286 15.0 

八尾市 138,230 50.3 91,888 33.4 41,092 15.0 

*「不詳」を省略しているため合計は 100%にならない

出所：平成１２年国勢調査

  

《図表 1-2-30》 大東市の産業別就業先ベスト６位 

全体

27.8
23.1 21.4

11.1 9.1
2.1

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0

製

造

業

サ

ー

ビ

ス

業

卸

売

・
小

売

、
飲

食

店

建

設

業

運

輸

・
通

信

業

金

融

・
保

険

業

％

 

男

30.0

18.3 17.4 15.7
11.3

2.5
0.0
5.0

10.0
15.0

20.0
25.0

30.0
35.0

製

造

業

サ

ー

ビ

ス

業

卸

売

・
小

売

、

飲

食

店

建

設

業

運

輸

・
通

信

業

公

務

％

女

30.8 27.8 24.4

5.5 3.7 3.6

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0

サ
ー
ビ

ス
業

卸
売

・
小

売

、
飲
食
店

製
造
業

運
輸

・
通
信

業

建
設
業

金
融

・
保
険

業

％

 

出所：平成１２年国勢調査    

出所：平成１２年国勢調査 
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減少が予想される労働力人口 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働力の平均年齢は上昇傾向 

 団塊ジュニア世代の加齢とともに平均年齢が上昇 

 

 

《図表 1-2-33》 大東市の年齢階級別人口 （平成 18 年 4 月末）
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《図表 1-2-31》 大東市の労働力状態別人口比率の経年変化 
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《図表1-2-32》　　大東市の労働力人口の平均年齢変化
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出所：大東市統計書（国勢調査） 

出所：大東市統計書（国勢調査） 


